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プロジェクト情報 

プロジェクト概要2 

（具体的な内容を簡潔に記載すること。） 

【プロジェクトの目的・内容】 

【目的】 

 延岡市は、平成５年に、地球にやさしい環境を次世代に引き継ぐため「地球環境保

全都市」を宣言するなど、早くから地球環境保全を推奨している。特に、延岡市有林

においては、計画的に下刈や間伐などの森林施業を実施し、水資源の涵養や生物

多様性の保全など森林のもつ多面的機能の維持、増進に努めている。しかし、私有

林も含め人工林は、材価の低迷及び林業従事者の高齢化等により、厳しい状況に

ある。 

  このような中、森林の CO2 吸収機能に経済的かつ社会的価値を与えるＪ－ＶＥＲ

制度を活用し、間伐実施によりＣｏ2 の吸収量を増大させることで得られるクレジット

を収入財源として、利用可能な木材の搬出支援、のべおか産材を活用する木材の

消費支援及び林業雇用創出につながる事業を展開し、山村地域の活性化を図る。 

 更に、延岡市がＪ－ＶＥＲ制度を率先して取り組むことにより、市民に対して、森林

の適切な整備により得られる地球温暖化防止機能の発揮や低炭素社会の実現へ

向けて啓発を行う。 

 

【内容】 

 延岡市が森林施業計画を策定している約 5,455.46ｈａのうち、平成 20 年度から 22

年度に実施した間伐面積約 515.73ｈａを対象として、Ｃｏ2 吸収量を算定する。 

 また、搬出可能な森林については、作業路を利用して間伐材を搬出し、用材また

は木質バイオマスとして利用する。 

※プロジェクトにかかる間伐対象森林は、表２のとおりである。 

表2 （単位：ha,㎥）
Ⅰ～Ⅱ Ⅲ～Ⅳ Ⅴ～Ⅵ Ⅶ～Ⅷ Ⅸ～Ⅹ ⅩⅠ以上 計

面積 9.20 24.44 71.90 78.07 11.31 194.92
材積 1,779 7,200 23,014 32,318 5,500 69,811
面積 50.86 100.78 135.61 33.56 0.00 320.81
材積 7,547 23,765 36,376 10,892 78,580
面積 0.00 60.06 125.22 207.51 111.63 11.31 515.73
材積 0 9,326 30,965 59,390 43,210 5,500 148,391

スギ

ヒノキ

計

 
【適格性基準との整合性】 

条件１：森林施業計画書（延岡市・北川町）を延岡市に提出して認定を受けた、森林法第５条に定

める森林である。 

条件２：プロジェクト対象森林は、森林施業計画に基づき管理するものであり、土地転用・主伐は計

画されていない。 

条件３：延岡市により施業計画の認定を受けている。 

    施業計画の認定番号   延岡市 20-101  . 

       平成 20 年 4 月 21 日～平成 25 年 4 月 20 日 

施業計画の認定番号   北川町 20-401（変 1-21）   

       平成 20 年 4 月 21 日～平成 25 年 4 月 20 日 

【法令遵守状況】 

関連する関連法令は次のとおりである。 

・ 森林・林業基本法 
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・ 森林法 

・ 森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（間伐等促進法） 

・ 鳥獣保護法 

【採用技術】 

機器名 メーカ名 耐用年数 導入時期 備考 

ポケットコンパス 

S-32N 
牛方商会 5 年 H22.3.30 面積測量機 

バーテックスⅣ 

  VERTEXⅣ 
ハグロフ 5 年 H16.1.31 樹高測定器 

はさみ尺 

シンワ 5 年 H20.1.31 

胸高直径測定器 

14cm 未満 1cm 

14cm 以上 2cm 目盛 

【モニタリング方法】 

・ 活動量：実測（補助事業実施の際に測量を行う。） 

・ 拡大係数：公表資料である「京都議定書３条及び４条の下で LULUCF 活動の補足情

報に関する報告書」を利用 

・ 収穫予想表：《スギ》宮崎県民有林収穫表（スギ）平成 20 年 3 月宮崎県長伐期技術

指針を使用 

           《ﾋﾉｷ》LYCS のシステム収穫表を使用 

【GHG 算定式の方法論への準拠性】 

R001Ver4.1-森林経営活動による CO2 吸収量の増大（間伐促進型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）に関す

る方法論における算定式を準拠 

【モニタリング体制】 

※ モニタリング体制は次のとおり 
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【QA / QC 体制】 

（１） 教育訓練 

吸収量算定責任者は、農林畜産課職員や延岡地区森林組合職員に対して、J-VER

制度及びモニタリング方法等について研修会を行い、J-VER 制度を熟知させる。 

 また、資料等は保管し、担当者等の異動があった場合は、後任者へ十分な引継ぎを行

う。 

（２） 情報の保管 

 モニタリング算定に使用したデータやモニタリング報告書、関係する書類のデータは、

電子データとして PC、外部メモリーに保存し、厳重に管理する。また、全てのデータを文

書化し、延岡市文書取扱規程に基づき保管する。 

  なお、データの保存期間は平成 35 年 3 月 31 日までとする。 

（３） データの確認 

 収集量算定担当者（農林畜産課林政係 J-VER 担当）が収集したデータ、各種係数の

確認等、モニタリング体制に従い、吸収量算定確認者（農林畜産課林政係長）はデータ

のダブルチェックを適正に実施する。 

（４） 内部監査 

 内部の監査委員は、品質保証の観点から検証を実施する毎に、全ての記録の中から

任意にデータを抽出し、記録、入力及び確認が行われているか、方法論やガイドライン

に準拠しているか確認する。また、教育訓練の実施状況、キャリブレーション等の測量機

器の管理方法、情報管理等について確認する。 

【吸収量算定責任者】

農林水産部農林畜産課長

【吸収量算定確認者】

農林畜産課林政係長

【吸収量算定担当者】

農林畜産課林政係
Ｊ－ＶＥＲ担当

【モニタリング実施】
【間伐施業担当者】

延岡地区森林組合

・モニタリングに使用したデータ及び算定の確認

・モニタリング報告書の確認

・データの収集・把握・管理

・データの入力

・モニタリング報告書の作成
・森林施業計画の確認・管理

・間伐施業の実施

・活動量（間伐対象面積・地位特定のための樹高）の測

量

・測定機器のキャリブレーション

・モニタリング報告書の承認

【内部監査委員】

農林水産部総合農政課長

データ、報告書の確認

森林管理の状況確認

是正が必要な場
合は、是正勧告

を行う。

指示

指示

報告

報告

測量

委託報告
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 なお、問題等があった場合は、吸収量算定責任者に是正するよう勧告し、修正箇所を

確認する。 

（５） 測定機器の維持・管理 

 活動量を調査（間伐対象面積・地位特定のための樹高測定）する延岡地区森林組合に

おいて、取扱説明書等に従い適正にキャリブレーションを実施する。また、測定機器の点

検、維持及び管理を適切に行っているか吸収量算定担当者がチェックする。 

（６） 森林管理の方法 

  市有林の長期森林管理施業委託者である延岡地区森林組合が、森林施業計画に基

づき適切な管理をしているか確認する。また、定期的に実施している市有林管理会議に

おいて、進捗状況や管理の方法について検討を行う。 

プロジェクト実施

場所 

（プロジェクト実施場所が複数ある場合は、全ての住所を表形式等で記述する。） 

地区名 所　　　　　在
延岡地区延岡市小野町大谷5587-2 33 ｱ 5 1
延岡地区延岡市愛宕町愛宕山108-1 35 ｱ 8
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 71 ｱ 3
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 71 ｲ 4
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 71 ｲ 8
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 71 ｲ 9
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 72 ｲ 1
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 72 ｲ 2
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 72 ｲ 3
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 72 ｲ 5
延岡地区延岡市鹿狩瀬町岡富山1775-2 72 ｲ 8
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74-1 84 ｱ 10
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74 85 ｱ 4
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74 85 ｱ 5
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74 85 ｱ 14
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74 85 ｱ 16
延岡地区延岡市宮長町宮ヶ谷74 85 ｱ 16 1
延岡地区延岡市大峡町大峡7967-9 111 ｶ 4 1
延岡地区延岡市大峡町大峡7967-9 111 ｶ 5
延岡地区延岡市大峡町大峡7967-9 111 ｶ 6 1
延岡地区延岡市大峡町大峡7967-9 111 ｶ 6 2
延岡地区延岡市大峡町大峡山7966-1 114 ｳ 1
延岡地区延岡市須佐町大内山5268-1 118 ｲ 7
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 125 ｲ 19
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 125 ｲ 20
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 125 ｲ 21
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 125 ｲ 22
延岡地区延岡市追内町本谷688-1 125 ｳ 1
延岡地区延岡市追内町本谷688-1 125 ｳ 3
延岡地区延岡市追内町本谷688-1 125 ｳ 6
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 128 ｱ 1
延岡地区延岡市追内町本谷684-1 128 ｱ 2
延岡地区延岡市小川町黒仁田5137 173 ｵ 1 1
延岡地区延岡市小川町黒仁田5137 173 ｵ 1 2
延岡地区延岡市小川町黒仁田5137 173 ｵ 1 3
延岡地区延岡市熊野江町川内1184 218 ｱ 1 1
延岡地区延岡市熊野江町川内1184 218 ｱ 1 2
延岡地区延岡市熊野江町川内1184 218 ｲ 2

林小班
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地区名 所　　　　　在
延岡地区 延岡市熊野江町川内1184 219 ｲ 14
延岡地区 延岡市浦城町仲畑564-ｲ 242 ｲ 1
延岡地区 延岡市浦城町仲畑564-ｲ 242 ｲ 2
延岡地区 延岡市浦城町仲畑565 242 ｲ 3
延岡地区 延岡市浦城町仲畑565 242 ｲ 4
延岡地区 延岡市浦城町仲畑565 242 ｲ 7
延岡地区 延岡市浦城町大谷571 244 ｴ 1 2
延岡地区 延岡市浦城町山ノ神850-2 247 ｵ 1 1
延岡地区 延岡市浦城町山ノ神859-1 247 ｵ 2
延岡地区 延岡市浦城町山ノ神859-1 247 ｵ 4
延岡地区 延岡市浦城町山ノ神859-1 247 ｵ 6 1
延岡地区 延岡市浦城町山ノ神859-1 247 ｵ 6 5
北川地区 北川町川内名　字　山瀬山　7436-3 54 ｲ 1
北川地区 北川町川内名　字　山瀬山　7436-3 54 ｲ 2 1
北川地区 北川町川内名　字　曽立山　6944-1 54 ｲ 3
北川地区 北川町川内名　字　曽立山　6944-1 54 ｲ 3 1
北川地区 北川町川内名　字　山瀬山　7434-4 54 ｲ 4
北川地区 北川町川内名　字　山瀬山　7434-4 54 ｲ 5
北川地区 北川町川内名　字　山瀬山　7434-1 54 ｱ 32
北川地区 北川町川内名　字　熊ヶ倉　8344-1 69 ｱ 3
北川地区 北川町川内名　字　久ヶ畑後山　8701-1 70 ｲ 1
北川地区 北川町川内名　字　久ヶ畑後山　8701-1 70 ｲ 2
北川地区 北川町川内名　字　二ツ滝山　9750-1 85 ｱ 14
北川地区 北川町川内名　字　井掛山　2317-1 133 ｵ 5
北川地区 北川町川内名　字　赤谷山　2277 134 ｱ 18
北川地区 北川町川内名　字　赤谷山　2277 134 ｱ 19
北川地区 北川町川内名　字　赤谷山　2277 134 ｱ 22
北川地区 北川町川内名　字　畑場口山　730 155 ｱ 75
北川地区 北川町川内名　字　白滝山　470 168 ｴ 38
北川地区 北川町川内名　字　葛ヶ内山　296-1 175 ｱ 5
北川地区 北川町川内名　字　葛ヶ内山　296-1 175 ｱ 6
北川地区 北川町川内名　字　葛ヶ内山　296-1 175 ｱ 7
北川地区 北川町川内名　字　葛ヶ内山　296-1 175 ｱ 7 1
北川地区 北川町川内名　字　葛ヶ内山　287 175 ｱ 8
北川地区 北川町川内名　字　コガノキ山　302-1 175 ｱ 11 1
北川地区 北川町川内名　字　コガノキ山　302-1 175 ｱ 12
北川地区 北川町川内名　字　コガノキ山　302-1 175 ｱ 13
北川地区 北川町川内名　字　コガノキ山　302-1 175 ｱ 14
北川地区 北川町川内名　字　コガノキ山　302-1 175 ｱ 44
北川地区 北川町川内名　字　アロウチ山　1644-1 176 ｳ 35 3
北川地区 北川町川内名　字　アロウチ山　1644-1 176 ｳ 37 1
北川地区 北川町川内名　字　下葛山　3784-1 183 ｲ 26
北川地区 北川町川内名　字　下葛山　3784-1 184 ｲ 22
北川地区 北川町川内名　字　山の神山　4086-1 187 ｲ 24
北川地区 北川町長井　字　風呂ヶ迫山　577 223 ｱ 5

林小班

 

＜方法論 R001・R003 のみ＞ 

プロジェクト対象

面積 

樹種 Ⅰ～Ⅱ Ⅲ～Ⅳ Ⅴ～Ⅵ Ⅶ～Ⅷ Ⅸ～Ⅹ ⅩⅠ以上 計 

ス ギ  9.20 24.44 71.90 78.07 11.31 194.92 

ヒノキ  50.86 100.78 135.61 33.56  320.81 

計  60.06 125.22 207.51 111.63 11.31 515.73 
 

プロジェクト期間    2008 年 4 月 21 日 ～ 2013 年 3 月 31 日（4 年 11 ヶ月）    

クレジット期間    2008 年 4 月 21 日 ～ 2013 年 3 月 31 日       

プロジェクト計画    2011年2月14日 
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開始届提出日 

妥当性確認終了日    2011年3月31日 

年度 2008 2009 2010 2011 2012 合計 想定

削

減・

吸収

量 

t-CO23 1,453 2,549 3,357 3,341 3,244 13,944

適用モニタリング

方法ガイドライン 

オフセット・クレジット（J-VER）制度モニタリング方法ガイドライン 

（   森林管理プロジェクト用）  ver. 1.7    

方法論番号        JRAM001  ｖer.4.1       
適用方法論 

方法論名称 森林経営活動による CO2 吸収量の増大（間伐促進型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

ダブルカウントの防止措置 

ダブルカウント

の防止の措置

を講ずる事業

者 

（プロジェクト代表事業者と同一の場合は記入不要）  

印 

ダブルカウント

の防止措置内

容 

 

【①類似制度に基づく二重認証に関するダブルカウントの防止措置】 

■  類似制度へ申請しておらず、当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量について

は、オフセット・クレジット(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する温室

効果ガス削減・吸収という環境に関わる付加価値（以下、「環境価値」という。）の認証を取得

しません。 

 

□ 以下の類似制度（電力における RPS 法を含む）に申請しています 

 

類似制度名：                              

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジット

(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を取得

しておらず、今後も取得しません。 

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジット

(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を取得

しているため、その分を控除いたします。 

 

□ 当該プロジェクトにおいて確保された削減量・吸収量については、オフセット・クレジット

(J-VER)制度以外の制度によって、当該プロジェクトに付随する環境価値の認証を取得

していますが、以下の理由によりダブルカウントが生じていないことを証明します。 

 

 

理由：                                                
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ダブルカウント

の防止措置内

容 

【②第三者に環境価値を移転する際のダブルカウントの防止措置】 

□ 当該プロジェクトにより生み出されたエネルギー等（電気、バイオガス等）を第三者に売却する

際に、その売却先に対して、環境に関わる付加価値はクレジット化されており、当該エネルギ

ー等の価値には付随していないこと、及び、当該エネルギー等の価値の帰属先と、環境に関

わる付加価値の帰属先が異なることを明示する「説明文書」を作成して、売却先に示します。 

 

■  森林管理プロジェクトの場合、当該プロジェクトの対象となった森林を第三者に譲渡する際に、

その譲渡先に対して、環境価値はクレジット化されており、当該森林には付随していないこと、及

び、当該森林の所有権の帰属先と、環境価値の帰属先が異なることを明示する説明文書を作成

して譲渡先に示します。あわせて、当該森林の譲渡の際には、オフセット・クレジット（J-VER）制

度利用約款森林管理プロジェクト特約の内容にも十分に留意します。 

 

※ 第三者が、当該プロジェクトから生じる環境に関わる付加価値がオフセットクレジット（J-VER）と

して使用されていることを知らずに、当該付加価値を二重に主張することを防ぐ必要があるた

め、妥当性確認時において、これらの防止措置が講じられる体制にあること（上記の「説明文書」

の作成等）を確認する必要がある。 

 

【③自主的な報告・公表を実施する際のダブルカウントの防止措置】 

■ 以下の自主的な報告・公表媒体において、当該プロジェクトの内容、当該クレジットの発行量及

び当該クレジット発行量のうち当事業者が無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡してい

ないもの）を明記します。 

   あわせて、当該プロジェクトにおいて発行されたクレジット量については、環境価値の帰属を主張

しません。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡して

いないもの）については除きます。 

■  ホームページ 

ホームページ URL： http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp              

□ 出版物 （環境報告書/定期刊行物） 

□  その他 具体的に：                                       

 

□ 現在は、自主的な報告・公表を実施していないが、今後実施するにあたっては、当該プロジェク

トにおいて発行されたクレジットについては、環境価値の帰属を主張しません。ただし、当事業者に

よる自らの為に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡していないもの）については除きま

す。 

 

【④公的な報告・公表制度におけるダブルカウントの防止措置】 

□ 公的な報告・公表制度には参加していません。 

■  以下の公的な報告・公表制度に参加しています 

■  地球温暖化対策推進法に基づく算定・報告・公表制度の対象者である。 

□ 地球温暖化対策推進法に基づく地方公共団体実行計画（区域施策）の策定義務対

象者（都道府県）である。 

□ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」参加事業者である。 
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ダブルカウント

の防止措置内

容 

□ 地方公共団体が実施する以下の制度の対象事業者である。 

制度名：                                 

□ その他 

具体的に：                                

 

□ 当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量については

排出量とみなし報告します。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット量（環

境価値を他者に譲渡していないもの）は除きます。 

 

□ 当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量について報

告する必要はないため、クレジット発行量については排出量とみなし、当該報告・公表制度

の報告様式における適切な備考欄に記載します。ただし、当事業者による自らの為に無効

化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡していないもの）は除きます。 

 

当該報告・公表制度等において、当該プロジェクトにより発行されたクレジット量について報告する必

要はないため、クレジット発行量については排出量とみなし、自主的な報告・公表値において報告し

ます。ただし、当事業者による自らの為に無効化したクレジット量（環境価値を他者に譲渡していない

もの）は除きます。  

公的な報告・公

表 制 度 （判明

している公的

制度） 

該当なし 

自主的な報告・

公 表 対 象 （ 対

象となるホー

ムページ、環

境報告書等） 

地球温暖化対策の推進に関する法律第 20 条の 3 に基づき、延岡市地球温暖化防止

対策計画を平成１９年２月６日に改定し、温室効果ガス削減の目標値と目標達成度と

して、実績値を毎年度公表することとしていることから、関係部局間で意思疎通を図

り、本プロジェクトの間でダブルカウントが起こらないように十分に注意する。 

備考欄 

 

 
以 上 
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